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農作業が効率的になると、コスト低下の利益は消費者にも還元されます。

●ほ場の整備により区画が大きくなり、排水もよくなって農作業の機械化なども進んでいることから、稲作の労働時間は40年弱の間
に約4分の1に大幅に短縮されています。

●ほ場の整備が進むことによって米づくりのコストが下がり、その結果、消費者はより安い価格で米を購入できるようになります。
消費者に還元される利益の総額（消費者余剰の増加額）は、年間約3,400億円に及んでいます。

■水田整備率と稲作労働時間の推移 

※水田整備率は、水田面積に占める30a区画以上整形済み面積の割合で、各年度当初（4月1日）の数値である。 
資料）農林水産省「米及び麦類の生産費」、「土地利用基盤整備基本調査」等 
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■ほ場整備による消費者への利益（消費者余剰の増加） 

※消費者余剰とは、消費者が財・サービスを購入する際に、「当初、払ってもよいと考えていた金額」から「実際に支払う金額」を差し引いた金額をいう 
　（米の生産コストが下がるのに伴い米価も下がり、消費者が支払う金額が少なくなるため消費者余剰は増加する）。 
資料）UFJ総合研究所「農業農村整備事業の国民経済分析調査報告書」（平成15年3月） 
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農業生産は、地域経済に活力を与えています。

●農業生産は、生産資材、流通、食品製造などの関連産業と密接に結びついています。
●北海道北見市のたまねぎ生産がもたらす地域経済への波及効果は、農業と関連産業を合わせて約1.4倍にも及んでいます。

生食用として市場へ 
（北海道、関東、関西など） 

食品製造業、店舗へ 
（主に道外） 

たまねぎ加工 
2.4億円 

北海道北見市 

資料）日本農業土木総合研究所「農業農村整備と地域経済の振興に関する検討調査報告書」（平成15年3月） 

■たまねぎ生産の地域経済への波及効果 

農業生産資材 
2.9億円 

保管・配送 
9.6億円 

たまねぎ加工の生産資材 
0.6億円 

たまねぎ生産 

41.0億円 

■たまねぎの等級 
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※北見市の畑地かんがい整備地区と未整備地区における
収量及び等級別出荷状況の調査結果（平成11年）から。 

資料）北海道開発局網走開発建設部調べ 

国営畑地帯総合土地改良パイロット事業「北

見地区」で整備された畑地かんがい施設の活

用により、品質のよいたまねぎが安定的に生

産できるようになりました。 

農業生産資材から 
たまねぎ加工まで 
地域内生産額の合計 

56.5億円 
（たまねぎ生産の約1.4倍） 

たまねぎの収穫状況 
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